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●特集 「災害断水に備える貯水システム」～クボタシーアイ 貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」～ 
●にっぽん探訪  水の音とおどりの囃子がこだまする城下町（岐阜県・郡上市） 
●施工現場レポート  RAIN望ケーブ（千葉県・船橋市） 

地
震
に
強
い
管
路
更
生
工
法 
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カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
な
ど 

懐
中
電
灯（
電
池
又
は
充
電
式
）、ろ
う
そ
く
、簡
易
ラ
ン
プ
、発
電
機
な
ど 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
な
ど 

携
帯
ト
イ
レ
、簡
易
ト
イ
レ
な
ど 

特 集 

　
全
国
各
地
で
大
雨
に
よ
る
水
害
や
地
震
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
地
震
に
対

し
て
は
、い
つ
発
生
す
る
か
予
測
で
き
な
い
た
め
、

日
頃
の
備
え
が
必
要
で
す
。
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は

こ
れ
ま
で
、水
道
管
路
や
下
水
道
管
路
の
耐
震
化
を

図
る
た
め
各
種
配
管
材
を
発
売
し
、耐
震
管
路
の
構
築

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
次
に
ご
提
案
す
る

の
が
、住
宅
に
お
け
る
防
災
対
策
。
被
災
時
に
必
要

不
可
欠
な
「
水
の
備
蓄
」
を
目
的
と
し
て
、新
し
い

シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

地
震
大
国
「
日
本
」 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
重
要
性 

～クボタシーアイ　貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」～ 

　
世
界
有
数
の
大
地
震
多
発
国
で
あ
る
日
本
。
今
年
に
入

っ
て
も
、3
月
の
能
登
半
島
地
震
、７
月
の
新
潟
県
中
越
沖

地
震
が
そ
れ
ぞ
れ
震
度
6
を
記
録
し
、甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
今
後
30
年
間
、東
海
か
ら
四
国
の
太
平
洋
側
の

広
い
地
域
で
震
度
7
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
、高
い
確
率
で

発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
プ
レ
ー
ト
境
界

型
地
震
と
呼
ば
れ
、こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、過
去
100
年
か
ら

150
年
周
期
で
巨
大
地
震
が
発
生
し
て
い
る
た
め
で
す
。 

　
一
方
、95
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
や
04
年
の
新
潟
県
中

部
地
震
は
、活
断
層
に
よ
っ
て
発
生
す
る
、い
わ
ゆ
る
直
下
型

地
震
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
列
島
に
は
周
辺
の

海
底
も
含
め
、約
2
千
も
の
活
断
層
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

全
国
各
地
で
地
震
対
策
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

高
ま
る
耐
震
住
宅
の
重
要
性 

,

,

　
地
震
直
後
の
大
き
な
問
題
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
供
給
停

止
。ふ
だ
ん
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
電
気
や
ガ
ス
、

水
道
な
ど
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
た
ち
ま
ち
生
活
に

深
刻
な
影
響
が
出
ま
す
。た
と
え
建
物
自
体
に
問
題
が
な

く
て
も
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
使
え
な
け
れ
ば
、避
難
所
で
の

生
活
や
他
の
地
域
で
の
仮
住
ま
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。 

　
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
時
、使
用
で
き
な
く
な
る
の

は
家
電
製
品
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
マ
ン
シ
ョ

ン
の
場
合
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、

中
、高
層
階
の
住
人
に
は
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、給
水
ポ
ン
プ
が
作
動
せ
ず
飲
料
水
に
困
る
場
合
も
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　
そ
し
て
、一
番
大
変
な
の
が
水
の
確
保
。
生
命
を
維
持
す

る
た
め
飲
料
水
が
不
可
欠
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、給
水
車
が
来
る
ま
で
に
は
地
震
発
生
か
ら
数
日

間
掛
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
応
急
給
水
が
開
始
さ
れ

た
後
も
風
呂
や
炊
事
、洗
濯
に
不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
た
と
き
は
、再
開
さ

れ
る
ま
で
当
面
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
代
替
え
品
を
用
意

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
現
在
、次
の
よ
う
な
も
の
が
防

災
グ
ッ
ズ
と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
近
年
、大
地
震
に
よ
る
家
の
倒
壊
で
尊
い
命
が
失
わ
れ
、

住
宅
の
耐
震
性
向
上
は
緊
急
課
題
の
一つ
に
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
は
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
推
進
を
急
務
と

し
、昨
年
１
月
施
行
の
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
で
、耐
震

化
率
を
10
年
間
で
75
％
か
ら
90
％
に
引
き
上
げ
る
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
耐
震
化
向
上
の
気
運
の
高
ま
り
を
受
け

て
、住
宅
業
界
も
様
々
な
工
法
を
用
い
た
新
築
住
宅
の
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
骨
組
み
を
強
化
し
て
地
震

の
揺
れ
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
を
防
ぐ
耐
震
工
法
、地
震
の

衝
撃
を
吸
収
し
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
建
物
に
伝
わ
り

に
く
く
す
る
免
震
工
法
、そ
し
て
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
建

物
の
変
形
を
制
震
装
置
が
吸
収
し
振
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

建
物
に
伝
わ
り
に
く
く
す
る
制
震
工
法
な
ど
が
そ
の
代

表
的
な
工
法
で
す
。 

　
ま
た
、既
存
住
宅
で
は
耐
震
診
断
を
受
け
、基
礎
・
壁
・

接
合
部
の
補
強
や
屋
根
の
軽
量
化
な
ど
耐
震
補
強
や
耐

震
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

耐
震
目
的
の
改
修
工
事
に
は
補
助
を
行
う
自
治
体
も
あ

る
な
ど
、今
後
急
速
に
住
宅
の
耐
震
化
が
進
む
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

近年の地震発生状況 

東海地震・ 
東南海地震・ 
南海地震の 
懸念 

2005年3月 
福岡県西方沖地震 

2007年3月 能登半島地震 

2006年6月 大分県中部地震 

2000年10月 鳥取県西部地震 

1995年 兵庫県南部地震 

1993年 
釧路沖地震 

1997年 
鹿児島県北西部地震 

2006年6月 
伊豆半島東部沖地震 2007年4月 

三重県中部地震 

2006年7月 
千葉県北西部地震 

2003年7月 
宮城県北部地震 

2004年10月 
新潟県中越地震 

2003年5月 
宮城県沖地震 

2003年9月 
十勝沖地震 

1993年 北海道南西沖地震 

2007年7月 新潟県中越沖地震 

2001年3月 芸予地震 
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特集 「災害断水に備える貯水システム」 

KC NEWS 
（EX工法、ダンビー工法の部材が下水道用資器材のⅡ類に登録） 

施工現場レポート（千葉県・RAIN望ケーブ） 

にっぽん探訪（岐阜県・郡上市） 

工事店さま訪問記（松井工業株式会社） 

読者Q&A「建設技術審査証明について」 
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ミズエおばあちゃんの知恵袋「小さな虫をシャットアウト」 

新製品紹介「RAIN望スタジアム」 

パルちゃんのレッツ・トライ・クッキング「豆腐白玉」 

新提案「プリふた」 

お便りコーナー／イラストありがとう 

読者プレゼント付きクイズ／編集後記 

フレキシブル＆簡単接続で 

火を使わず大気中の熱を利用してお湯を創るエ

コキュート。クボタシーアイは、お湯を沸かすヒー

トポンプとお湯を貯める貯湯タンクをつなぐ専用

連結管を新たにラインナップしました。フレキシ

ブルなパイプ「マルチレックス」と簡単に接続で

きる継手「マルチタッチ」を是非お役立てください。 

ヒートポンプユニット 

貯湯タンクユニット 

特 　長 
●曲げ状態を保持します。 
●往き管、戻り管を保温材色のアイボリーとオレンジで識別します。 
●専用のワンタッチ継手（マルチタッチ）により安心でスピーディーな施工が可能です。 
●保温材厚は10mm、20mmを品揃え。 

変性ポリエチレン層 
（接着層） 

アルミ補強層 

変性ポリエチレン層（接着層） 

外層ポリエチレン 
（高密度PE） 

オレンジ 

アイボリー 
内層ポリエチレン 
（高耐熱PE） 

エンボス加工 

電子線 
架橋ポリエチレン 

フォーム 

保温材付マルチレックスの構造 

パッキン 
耐塩素EPDM

袋ナット 
 CAC406C 継手本体通水部 

 鉛レス青銅又は 
青銅の鉛除去表面処理 

グリップリング 
CAC406C

継手挿入標線 

スケルトンボディ 
 PPSU

マルチタッチの構造 

金属強化ポリエチレン管 専用継手 

&
金属強化ポリエチレン管 専用継手 

&

12



K C N E W S

本年7月11日、EX工法用パイプとダンビー工法用管更生材（ストリップ、ジョイナー）が（社）日本下水道協会下水道
用資器材のⅡ類資器材＊に登録されました。クボタシーアイでは、皆様にいっそう安心してご使用いただくため、製品
に認定標章を表示できるよう、認定工場制度の次ステップ（製造工場の認定、工場調査）への対応を進めています。 

＊下水道用資器材については、日本工業規格（JIS）または日本下水道協会規格（JSWAS）による製品がI類、製造者規格による製品がII類とされています。 

EX工法 

ダンビー工法 

塩ビ樹脂をベースとするEXパイプを、非開削で既設管内へ挿入。

蒸気を送って加圧・拡径させ、管内面に密着させることで、継ぎ

目のない連続した管路として更生する工法。呼び径φ200～

350は、自立管仕様も対応可能です。 

塩ビ製のストリップ（帯板）をマンホールから既設管に引き込み、管内面に密着させながら、

ジョイナー（嵌合用接合部材）でスパイラル状に製管。隙間には高流動・高強度の充填材を

注入し、断面縮小を最小限に抑えた複合管を形成します。 

●耐食性、耐摩耗性に優れ、長期にわたり安定した掃流性能を維持。 
●有機溶剤を使用しないため、住宅地などでも安心。  
●現場で加熱・拡径・冷却させるだけのスピーディーな施工。  
●塩ビ製のため、端材のリサイクルが可能。  
●継ぎ目のない塩ビ製管路で地震時の地盤変動に追従。 

●円形はもちろん、矩形や馬蹄形などにも適用可能。  
●既設管・充填材・ストリップ管が一体化した複合管となり、新管と同等以上の強度。  
●SFジョイナーの使用で、地盤の永久ひずみ1.5％による管軸方向変位とレベル2地震動による
屈曲角が同時に作用しても、内水圧0.2MPaの水密性を保持。  
●供用中をはじめ、段差、屈曲、曲がり部での施工が可能。  
●SFジョイナーを用いた更生管路が変位や屈曲を吸収。 

適用範囲 

適用範囲 

特
　
長 

特
　
長 

管種：鉄筋コンクリート管、陶管、鋼管など 

口径：φ100～φ600mm（φ200～350は自立管仕様可能） 

延長：100m（口径、管種によって異なる） 

 

管種：鉄筋コンクリート管、鋼管、鉄管など 

口径：円　形 φ800～φ3,000mm 

非円形 短辺800mm以上／長辺3,000mm以下 

延長：制限なし 

 

パイプウォーマー車 

ウインチ 

EXパイプ 

養生 
ユニット車 

EX  METH0D

挿入側 到達側 

 

既設管 

EX工法概念図 

ダンビー工法概念図 

スペーサー 
ストリップフィーダー 

ジョイナー 

ストリップ 

製管機 

既設管 

EXパイプ 

既設管 

スペーサー 

ストリップ 

ジョイナー 

充填材 

構造図 

構造図 

メーターボックス 

非常兼用給水栓が 
台所の場合 

設置イメージ 

「防災に関する世論調査」平成14年・内閣府大臣官房政府広報室から抜粋 

大地震に備えてとっている対策 

携帯ラジオ、懐中電灯、
医薬品などを準備し
ている 

特に何もしていない 

消化器や水をはった
バケツを準備している 

貴重品などをすぐに持
ち出せるように準備し
ている 

いつも風呂の水をた
めおきしている 

食料や飲料水を準備
している 

近くの学校や公園など避
難する場所を決めている 

0 10 20 30 40 50 60（％） 

46.6

31.0

22.3

21.2

19.9

16.7

火災の発生 

建物の倒壊 

電気、水道、ガスの
供給停止 

食料や飲料水の確
保が困難になること 

家族の安否が確認
できなくなること 

ガスなどの危険物
の爆発 

タンス・冷蔵庫など
の家具類の転倒 

大地震が起こった場合に心配なこと 

0 10 20 30 40 50 60 70（％） 

66.0

60.0

52.2

41.2

40.4

39.8

　
平
成
14
年
に
内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室
が
全

国
を
対
象
に
行
っ
た
「
防
災
に
関
す
る
世
論
調
査
」の
調

査
結
果
を
見
る
と
、大
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
、「
食
料
や

飲
料
水
の
確
保
」
を
心
配
事
に
挙
げ
た
人
の
割
合
は
、火

災
の
発
生
、建
物
の
倒
壊
、電
気
、水
道
、ガ
ス
の
供
給
停

止
に
次
い
で
高
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、実
際

に
食
料
や
飲
料
水
を
備
蓄
さ
れ
て
い
る
人
は
、意
外
に
少

な
い
2
割
弱
と
い
う
結
果
で
し
た
。 

　
さ
ら
に
昨
年
、東
京
都
が
行
っ
た
同
様
の
世
論
調
査
で

は
、約
7
割
の
人
が
食
料
や
水
の
入
手
を
心
配
事
と
し

て
挙
げ
て
お
り
、約
4
割
の
人
が
実
際
に
飲
料
水
を
備

蓄
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。こ
の
調
査
で
は
、9

割
を
越
す
人
々
が
大
地
震
へ
の
不
安
を
感
じ
る
と
報
告

さ
れ
て
お
り
、市
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

　
特
に
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、交
通
網
が
寸
断
さ
れ

る
た
め
、物
資
の
供
給
も
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
兵
庫
県
南

部
地
震
の
際
に
は
、地
震
発
生
当
日
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
水
や
食
料
品
は
無
く
な

り
ま
し
た
。
物
資
が
被
災
者
に
行
き
渡
る
ま
で
に
は
数

日
間
掛
か
る
と
予
想
さ
れ
、個
人
で
食
料
や
飲
料
水
を

備
蓄
す
る
防
災
対
策
は
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。 

関
心
が
高
い
食
料
・
水
の
備
蓄 

参
考 

●

平
成
14
年
、「
防
災
に
関
す
る
世
論
調
査
」 

（
内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室
） 

●

平
成
18
年
、「
防
災
に
関
す
る
世
論
調
査
」 

（
東
京
都
） 

貯
水
機
能
付
防
災
ヘ
ッ
ダ
ー 

「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」 

社
団
法
人
日
本
水
道
協
会
認
証
登
録
品 

　
多
く
の
自
治
体
は
、応
急
給
水
が
行
き
渡
る
ま
で
の

3
日
分
の
水（
一
人
当
た
り
１
日
3
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
）

を
食
料
と
共
に
備
蓄
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。１
世
帯
4
人
家
族
と
す
る
と
、36
リ
ッ
ト
ル
の
飲
料

水
が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
2
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
換
算
す
る
と
18
本
に
相
当
し
、日
本
の
住
宅

状
況
を
考
え
た
場
合
、こ
れ
だ
け
の
水
を
ス
ト
ッ
ク
し

て
お
く
の
は
か
な
り
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ポ
リ
タ
ン
ク
の
水
は
、定
期
的
に
新
し
い

も
の
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
、と
も
す
る
と
忘
れ
が

ち
に
な
り
ま
す
。 

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
防
災
対
策
と
し
て
「
水

の
備
蓄
」
に
取
り
組
み
、こ
の
度
、耐
震
住
宅
向

け
に
貯
水
機
能
付
き
防
災
ヘ
ッ
ダ
ー
「
貯
め
て
る

ゾ
ー
」
を
開
発
し
ま
し
た
。「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」

は
、戸
建
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
給
水
設
備
の
一
部
と
し

て
、そ
の
内
部
に
タ
ン
ク
を
配
し
、36
リ
ッ
ト
ル
の

貯
水
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。 

　
タ
ン
ク
内
の
水
を
常
に
新
し
い
、新
鮮
な
水

道
水
に
入
れ
替
え
る
た
め
、洗
面
や
風
呂
、ト
イ

レ
な
ど
で
水
が
使
用
さ
れ
る
た
び
に
、タ
ン
ク
の

複
数
箇
所
か
ら
貯
水
を
取
り
出
す
ヘ
ッ
ダ
ー
構

造
を
採
用
。
ま
た
「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」
は
、天
井

裏
な
ど
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
で
き
る
た
め
、

備
蓄
の
た
め
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
し
ま

せ
ん
。
万
一
の
断
水
の
際
に
は
、普
段
と
同
じ
よ

う
に
水
栓
を
開
け
る
こ
と
で
、重
力
で
貯
水
を

取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
災
害
発
生
時
に
被
災
者
か
ら
必
要
な
物
と

し
て
挙
が
る
の
は
、や
は
り
「
水
」
。ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
の
「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」
は
、断
水
と
い
う
非

常
事
態
に
備
え
て
水
と
安
心
を
備
蓄
し
ま
す
。 
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自走式駐車場棟 

住宅棟 

住宅棟 

住
宅
棟
 

サイクルポート 

プ
レ
ミ
ア
ム
 

プ
ラ
ザ
 

マンション施設配置図 

製品案内 

Ｌ型パネルを現場組立  砕石が不要です 

RAIN望エルパネ 
（用途：住宅用） 

RAIN望ケーブ 

1m2大型パネルによるスピード施工 
大きな開口部を持つ優れた維持管理性能 

※財団法人下水道新技術推進機構 
　建設技術審査証明取得 
（雨水流出抑制施設 
プラスチック製貯留・浸透施設） 

（用途：ショッピングセンター・校庭・運動場など） 

RAIN望スタジアム 

持ち手付の本体で施工性向上 
パレットレス及びRoHS基準のクリアで 
環境負荷の低減 

（用途：トレンチから公園、学校、駐車場など） 

1ユニット： D1100×W1050×H1000・1.15m3

地下水の枯渇による道路陥没や、集中豪雨による浸水災害などが深刻化する都市部においては、雨水

流出抑制対策は緊急課題です。クボタシーアイは、低コスト・高空隙率・簡単施工の組み立て式雨水貯

留浸透製品「RAIN望」シリーズを品揃え、サイズや形状など、さまざまな現場ニーズにお応えします。 

RAIN望パネル 
（用途：戸建て住宅など） 

※財団法人 
 下水道新技術推進機構 
　建設技術審査証明取得 
（雨水流出抑制施設 
プラスチック製貯留・浸透施設） 

RAIN望 雨水貯留浸透槽 

Ｈ50㎝Ｌ型パネル構造の 
スピード施工 
槽に直接点検口を設置可能 

▲側板の取付け 

株式会社長谷工コーポレーション 
建設部門第一施工統括部 所長 
菊地　隆司さん 

パ
ネ
ル
の
簡
単
組
み
立
て
で 

工
期
を
短
縮 

施工現場全景（透水シ
ートの上に上下板が敷
かれその上に側板と本
体が組まれる） 

千葉県 
船橋市 

 

昨
今
、各
地
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
災
害
が
多

発
し
て
い
る
。
特
に
都
市
部
で
は
、建
物
の
高
い
密

集
度
、道
路
の
舗
装
な
ど
に
よ
り
地
中
に
雨
水
が
浸

透
せ
ず
、河
川
へ一
気
に
流
出
す
る
こ
と
で
氾
濫
が
起

き
て
い
る
。
こ
の
た
め
国
お
よ
び
各
自
治
体
は
、雨

水
対
策
を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、建
築
物
の

規
模
に
応
じ
て
雨
水
貯
留
浸
透
槽
の
設
置
義
務
や

設
置
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、こ

の
よ
う
な
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、雨
水
貯
留

浸
透
槽
『
R
A
I
N
望
シ
リ
ー
ズ
』
を
平
成
17
年
6

月
に
販
売
開
始
。
本
誌
1
5
6
号
で
は
、戸
建
て
住

宅
に
適
し
た
R
A
I
N
望
『
パ
ネ
ル
』の
施
工
現
場

を
紹
介
し
た
。 

　
そ
し
て
今
回
紹
介
す
る
の
が
、マ
ン
シ
ョ
ン
や
商
業

施
設
な
ど
大
型
建
築
物
に
適
し
た
R
A
I
N
望『
ケ

ー
ブ
』。
施
工
現
場
は
、千
葉
県
船
橋
市
に
建
設
中
の

マ
ン
シ
ョ
ン「
ザ
・
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」
で
あ
る
。

株
式
会
社
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
設
計
・
施

工
を
担
当
す
る
敷
地
面
積
約
2
万
3
千
m
の
大
型

マ
ン
シ
ョ
ン
で
、敷
地
に
は
3
棟
の
住
宅
棟
の
他
、自

走
式
の
駐
車
場
棟
、そ
し
て
住
人
の
憩
い
の
場
と
な

る
芝
生
ひ
ろ
ば（
プ
レ
ミ
ア
ム
ガ
ー
デ
ン
）な
ど
が
配

置
。
雨
水
貯
留
浸
透
槽
R
A
I
N
望
『
ケ
ー
ブ
』は
、

こ
の
芝
生
ひ
ろ
ば
の
地
下
部
分
に
設
置
さ
れ
た
。 

　
現
場
の
指
揮
を
執
る
株
式
会
社
長
谷
工
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
菊
池
隆
司
さ
ん
は
、R
A
I
N
望『
ケ

ー
ブ
』
に
つ
い
て
施
工
性
の
良
さ
を
ま
ず
指
摘
。
工

事
の
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
と
前
置
き
し
た
上
で
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
と
比
較
で
は
工
期
は
お
よ
そ
半

分
に
短
縮
で
き
る
と
語
る
。「
こ
の
工
事
で
は
、掘
削
、

施
工
、埋
め
戻
し
を
同
時
行
っ
て
い
る
た
め
効
率
よ

く
進
行
し
て
い
ま
す
。
も
し
、施
工
に
時
間
が
か
か

る
と
作
業
員
や
重
機
の
手
配
が
大
変
に
な
り
、工
期

も
工
事
コ
ス
ト
も
全
く
違
っ
た
も
の
に
な
っ
た
は
ず
」

と
語
る
。
ま
た
、「
万
一

事
故
が
発
生
し
た
場

合
で
も
、ケ
ー
ブ
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
た
め

重
大
事
故
に
な
る
リ

ス
ク
が
下
が
る
」
と
作

業
現
場
の
安
全
性
に
も
言
及
し
た
。 

　
本
貯
留
浸
透
槽
の
採
用
条
件
に
、施
工
後
、維
持

管
理
が
で
き
る
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い
た
。

R
A
I
N
望『
ケ
ー
ブ
』は
、点
検
人
孔
か
ら
縦
方
向

へ
の
進
入
を
可
能
に
し
て
お
り
、ま
た
今
回
は
横
断

通
路
を
設
置
す
る
こ
と
で
施
工
後
の
施
設
内
で
の
点

検
や
清
掃
が
容
易
に
行
え
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
。 

　
実
際
の
工
事
を
見
た
印
象
は
、想
像
以
上
に
施
工

ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。
こ
れ
は
や
は
り
作
業
者
が
工
具

を
待
た
ず
、ま
た
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
ト
な
ど
固
定
材
料
を

使
用
せ
ず
に
施
工
が
で
き
る
か
ら
だ
。
側
板
の
パ
ネ

ル
を
立
て
る
と
、そ
の
間
に
ど
ん
ど
ん
本
体
の
パ
ネ

ル
を
挿
入
し
て
い
く
。パ
レ
ッ
ト
上
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
部
材
は
見
る
見
る
う
ち
に
掃
け
て
ゆ
き
、2
階
立

て
の
貯
留
槽
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
施
工
さ
れ
て
い
っ
た
。 

　
「
ザ
・
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」
は
、
総
戸
数

5
1
4
戸
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ

り
な
が
ら
、5
月
末
時
点
で
ほ
ぼ
完
売
す
る
と
い
う

人
気
の
物
件
。
9
月
末
か
ら
の
入
居
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
家
族
が
い
る
。
そ
ん
な
人
々
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、耐
震
設
計
を
始
め
と
す
る

最
新
技
術
の
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
の
雨
水
貯
留
浸
透
槽
R
A
I
N
望『
ケ
ー
ブ
』

も
浸
水
被
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
ゆ
く
。 

 

▲上下板の取付け ▲本体の貫通部 
（点検の際の通路に相当） 

▲横断通路（横方向も約15mと長いため、
円形の通路と直角に横断通路が設けられた） 

▲住居棟（ガーデンレジデンス） 

▲本体の取付け 

2

施工概略図 

放流ポンプ層 

基礎砕石 敷砂 透水シート 

オリフィス管φ100

15
83
0

20
25

貯留量：1591.35m3

点検人孔 点検人孔 

流入管 
φ200

オーバーフロー管φ350

流入管φ200

流入管φ250 流入管φ250

流入管φ250

53965

53965

200

施工現場レポート 

雨水貯留浸透槽設置工事 

56



染めが行われた後には藍液を攪拌し、
液の状態を整えなければならない。 

今は型染め用の型紙を作るため、図柄
の作成から彫り出しに忙しいとのこと。
染めはもちろんのこと、商品に描かれ
る図案にこだわる。 

岐阜県・郡上市 

水
の
音
が
絶
え
な
い
町 ▲郡上八幡城 

八幡山に建つ５階建ての木造建築（昭和８年再建）。山もみじの緑
とのコントラストが美しい。また、城郭からは町が一望でき、吉田川
を中心とした水の町であることが分かる。 

▲吉田川 
奥に見える橋が「新橋」。 

▲郡上八幡旧庁舎記念館 
昭和11年に建てられ、国の登録
文化財の指定を受けている。食事
や喫茶が楽しめ、観光資料も揃っ
ているためまずはここからスター
トしたい。 
郡上市八幡町島谷520-1 
TEL0575-67-1819

▲郡上本染 渡辺染物店 
藍染めの資料の他、数々の藍染めの
商品が飾られている。中は自由に見
学できる。 
岐阜県郡上市八幡町島谷737 
TEL0575-65-3959

郡上八幡博覧館 
大正時代に建てら
れた税務署の内装
を改装。ここを見れ
ば町の特徴がすぐ
に分かる。 
岐阜県郡上市 
八幡町殿町50 
TEL 
0575-65-3215 
有料 

渡辺庄吉さん 
昭和10年生
まれの72歳。
ユーモアた
っぷりの語り
口と正確な技
術の解説には
驚かされる。 

岐阜県 
郡上市 

～郡上八幡 
四方を山で囲まれ、町の中心は長

良川の支流である吉田川が流れる

郡上八幡。七月中旬から毎週末、日

本三大民謡の一つ「郡上おどり」が

行われ、城下町にはまつりのお囃

子が響きわたる。真夏の夜に最高

潮に達するこの町に一足早く訪れた。 

　
旅
の
出
発
は
、町
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
旧
庁

舎
記
念
館
。こ
こ
に
は
観
光
案
内
所
か
ら
お
み
や

げ
、休
憩
所
が
あ
り
情
報
収
集
に
も
っ
て
こ
い
の

場
所
で
あ
る
。
そ
の
正
面
に
は
吉
田
川
に
架
か
る

「
新
橋
」
が
あ
り
、夏
の
恒
例
に
な
っ
て
い
る
ジ
ャ

ン
プ
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
る
。
橋
の
欄
干
か
ら

川
の
水
面
は
12
m
も
あ
り
、上
か
ら
水
面
を
覗
く

と
足
が
す
く
む
ほ
ど
高
い
。
ま
た
、水
量
も
多
く
、

活
き
よ
い
よ
く
流
れ
る
川
の
音
が
両
側
の
岩
場
に

こ
だ
ま
し
て
い
る
。
 

　
こ
の
町
に
は
歴
史
的
な
用
水
が
何
カ
所
か
あ
り
、

そ
の
一
つ「
い
が
わ
こ
み
ち
」が
、旧
庁
舎
記
念
館
の

す
ぐ
裏
側
に
あ
る
。
普
通
の
民
家
の
間
を
弧
を
描

い
て
流
れ
る
癒
し
の
空
間
で
あ
る
。こ
こ
で
面
白

い
の
は
、イ
ワ
ナ
や
ア
マ
ゴ
な
ど
の
渓
流
の
魚
と

大
型
の
鯉
が
金
網
で
区
切
ら
れ
て
放
流
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
。
水
路
の
長
さ
が
119
ｍ
も
あ
る
の
で
誰

か
が
す
く
っ
て
い
か
な
い
か
、い
ら
ぬ
心
配
を
し
て

し
ま
う
。
そ
ん
な
ふ
と
ど
き
者
の
た
め
に
、江
戸

時
代
さ
な
が
ら
に
「
掟
」
と
題
さ
れ
た
立
て
札
が

建
て
ら
れ
、虐
待
や
捕
獲
を
厳
し
く
戒
め
て
い
る
。
 

　
城
下
町
で
あ
る
郡
上
八
幡
は
碁
盤
目
状
に
町

が
形
成
さ
れ
、住
宅
の
前
を
「
御
用
用
水
」
と
呼

ば
れ
る
水
が
流
れ
る
。
江
戸
初
期
に
城
主
の
遠
藤

常
友
が
防
火
の
目
的
の
た
め
、四
年
の
歳
月
を
か

け
て
築
造
し
た
。
古
い
町
並
み
が
残
る
職
人
町
は

そ
の
典
型
的
な
例
。
各
家
の
軒
先
に
は
今
で
も
消

化
用
バ
ケ
ツ
が
下
が
り
、伝
統
の
な
ご
り
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
水
の
流
れ
は
速
く
水
量
も
豊
富

で
、地
元
の
人
た
ち
は
今
で
も
土
の
付
い
た
靴
な

ど
を
洗
う
と
の
こ
と
。
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
と
は

別
に
な
っ
て
る
た
め
非
常
に
き
れ
い
な
水
だ
。
 

　
郡
上
八
幡
の
町
で
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
湧
き
水

が
あ
り
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
１
本
あ
れ
ば
水
分
補
給

に
困
ら
な
い
。
湧
き
水
の
中
で
も
最
も
有
名
な
の

が
、名
水
百
選
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る「
宗
祇
水
」。

石
畳
の
路
地
を
下
っ
て
い
く
と
右
側
に
水
神
の
祠

が
あ
る
。
そ
の
祠
の
下
か
ら
こ
ん
こ
ん
と
水
が
溢

れ
、古
来
よ
り
多
く
の
人
々
の
の
ど
を
潤
し
て
き

た
。
湧
き
出
た
水
は
関
で
区
切
ら
れ
、ま
ず
は
飲

み
水
と
し
て
、次
に
食
べ
物
を
洗
う
た
め
に
、そ
し

て
食
器
を
洗
い
に
と
下
っ
て
い
く
。
こ
れ
も
郡
上

八
幡
特
有
の
水
を
有
効
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で「
水

船
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
 

　
と
に
か
く
水
に
関
し
て
は
、話
に
事
欠
か
な

い
。
し
か
し
水
が
豊
富
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

水
を
大
切
に
す
る
シ
ス
テ
ム
が
今
も
住
人
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
の
が
、こ
の
町
の
素
晴
ら
し

い
所
で
あ
る
。
 

夏
の
夜
に 

み
ん
な
で 

お
ど
り
明
か
す 

良
質
の
水
が
育
ん
だ 

郡
上
本
染 

▲郡上おどり「かわさき」 

　
七
月
中
旬
か
ら
九
月
の
始
め

ま
で
ほ
ぼ
毎
週
末
、町
の
各
所
で

催
さ
れ
る
「
郡
上
お
ど
り
」
。
た

か
が
盆
踊
り
と
い
う
人
も
い
る
が
、

日
本
の
三
大
民
謡
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
、国
の
重
要
無
形
民
族
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
凄
い
の
が
旧
盆
の
八
月

十
三
日
か
ら
十
六
日
に
行
わ
れ

る
徹
夜
お
ど
り
。
地
元
の
人
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
全
国
か
ら
踊
り

子
が
集
ま
り
、朝
の
四
時
や
五

時
ま
で
お
ど
り
明
か
す
。
 

　
し
か
し
、夏
の
時
期
以
外
に
も
多
く
の
観
光
客

を
集
め
る
郡
上
八
幡
。
お
ど
り
を
一
目
見
た
い
と

い
う
人
た
ち
の
た
め
に
毎
日
、郡
上
お
ど
り
を
実

演
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
郡
上
八
幡
博
覧
館

は
郷
土
の
歴
史
や
民
芸
品
を
展
示
し
て
い
る
他
、

一
日
三
回
、郡
上
お
ど
り
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
る
。
十
曲
あ
る
郡
上
お
ど
り
の
中

か
ら
代
表
的
な
お
ど
り
を
披
露
し
、中
で
も
一
番

や
さ
し
い
「
か
わ
さ
き
」
は
来
場
者
に
レ
ッ
ス
ン

も
行
っ
て
い
る
。
 

　
夏
の
週
末
に
行
わ
れ
る
郡
上
お
ど
り
は
誰
で

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、誰
に
で
も
簡
単
に
お

ど
れ
る
た
め
、是
非
一
度
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い

と
博
覧
館
の
関
係
者
は
語
る
。
ま
た
、雨
天
の
場

合
も
警
報
等
が
発
令
さ
れ
な
い
限
り
必
ず
行
わ

れ
る
た
め
、遠
方
か
ら
の
踊
り
子
に
が
っ
か
り
さ

せ
な
い
の
が
郡
上
お
ど
り
で
あ
る
。
 

▲職人町あたりの御用用水 

▲いがわこみち 

▲宗祇水（そうぎすい） 

▲
 

▲
 

 
郡
上
八
幡
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な

い
人
が
い
る
。
約
四
百
三
十
年
も
の

昔
か
ら
こ
の
地
で
藍
染
め
を
行
っ
て

い
る
渡
辺
染
物
店
の
十
四
代
目
、渡
辺
庄
吉
さ
ん

だ
。こ
の
町
を
紹
介
す
る
雑
誌
や
本
に
は
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
渡
辺
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

渡
辺
さ
ん
は
早
く
か
ら
そ
の
業
績
が
評
価
さ
れ
、

四
十
二
歳
の
若
さ
で
岐
阜
県
の
重
要
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。
是
非
、お
話
し
を
聞
き
た
い

と
、店
舗
兼
作
業
場
に
お
邪
魔
し
た
。
 

　
そ
の
伝
統
は
天
保
年
間
に
作
ら
れ
た
と
い
う

古
い
店
舗
か
ら
す
ぐ
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

入
口
の
す
ぐ
右
手
の
土
間
に
藍
液
の
「
甕
」
が
埋

め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
藍
液
が
藍
染
め
の
命
。

タ
デ
の
一
種
、藍
の
葉
を
発
酵
さ
せ
て
藍
玉
を
作

り
、こ
の
藍
玉
と
木
炭
か
ら
取
っ
た
灰
汁
、石
灰
、

日
本
酒
な
ど
で
自
然
発
酵
さ
せ
約
七
日
間
か
け

て
作
っ
て
い
く
。
藍
液
に
平
均
十
数
回
以
上
浸
け

て
は
乾
か
す
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
、濃
い
藍

色
を
出
し
て
い
く
。
藍
染
め
の
出
来
不
出
来
は
、

温
度
や
湿
度
な
ど
天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る

と
渡
辺
さ
ん
は
語
る
。
 

 

元
来
、藍
染
め
は
丈

夫
で
虫
を
寄
せ
付
け
な

い
防
虫
効
果
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
建
設
、土
木

作
業
員
の
半
天
に
使
用

さ
れ
た
り
、お
嫁
に
行
く
際
、着
物
を
包
む
風
呂
敷

に
と
愛
用
さ
れ
た
。
大
切
に
使
え
ば
、使
う
ほ
ど
少

し
づ
つ
色
が
明
る
く
な
り
い
わ
ゆ
る
、「
ジ
ャ
パ
ン
・

ブ
ル
ー
」
と
呼
ば
れ
る
鮮
や
か
な
青
色
に
な
る
。
見

事
な
風
合
い
と
、渡
辺
さ
ん
独
特
の
絵
柄
が
好
評

で
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も
藍
染
め
フ
ァ
ン

が
足
を
運
ぶ
。
 

　
昔
か
ら
藍
染
め
の
店
は
紺
屋
と
呼
ば
れ
、郡
上

八
幡
で
は
城
主
か
ら
鍛
冶
屋
な
ど
と
な
ら
ん
で

重
用
さ
れ
た
。
大
正
時
代
に
は
ま
だ
十
七
件
の
紺

屋
が
あ
っ
た
が
、昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
に
は
渡
辺

染
物
店
一
件
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
来
、渡
辺
さ

ん
は
伝
統
の
技
を
磨
き
続
け
、全
国
で
個
展
を
行

う
な
ど
精
力
的
に
作
品
を
生
み
だ
し
て
き
た
。
と

く
に
、渡
辺
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
は
人
気
が
あ
り
、

吉
田
川
で
餅
糊
を
落
と
す
「
寒
ざ
ら
し
」
は
冬
の

風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、長
男
の
一
吉
さ
ん

が
十
五
代
目
と
し
て
後
を
継
ぎ
、そ
の
技
術
を
継

承
す
る
一
方
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
庄
吉
さ
ん
は
、「
も

う
若
い
者
の
時
代
。
彼
ら

の
感
覚
で
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
く
れ
た
ら
い
い
で
す
」

と
嬉
し
そ
う
に
語
っ
た
。
 

そ
う
ぎ
す
い
 

か
め
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『建設技術審査証明』って何ですか？ 

『建設技術審査証明』とは、民間において研究・開

発された新技術を建設事業に適切に反映し、その

普及や建設技術の向上を図るための制度です。

その運営にあたっては、建設技術審査証明協議

会の会員である国土交通省所管の14公益法人が、

『建設技術審査証明事業』として実施。同協議会

が定めた「建設技術審査証明事業実施基準」に

従い、各会員法人において学識経験者を中心とし

た委員会などを設置し、国土交通省や関係公共

機関のニーズなどにも照らして、公平かつ公正に

審査します。また審査の結果は、審査証明書や報

告書によって公表されます。今年3月、クボタシー

アイの下水道関連製品（RAIN望ケーブ/パネル、

EX工法、クイックブランチ）が、財団法人下水道新

技術推進機構より受けた建設技術審査証明も、こ

の制度によるものです。 

平成13年1月10日設立。会員が実施する建設
技術審査証明事業の透明性や公平性、客観性
の確保、審査の社会的信頼性の維持を図り、民
間における研究開発の促進や、新技術の建設事
業への適正・迅速な導入を推進する。主な活動
は、建設技術審査証明事業の実施基準の作成、
同事業に関する情報交換、広報、普及活動など。 

(財)下水道新技術推進機構が、クボタシーアイの下水道関連製品に建設技術審査証明
書を授与。（平成19年3月2日）（写真提供：日本下水道新聞） 

技術審査を受けた証として与えられる審査章。優れた工人で古代最大の
発明家ダイタロス像と中国最古の「技」の文字からなり、西洋の技術と東
洋の技術の融和的位置に新しい建設技術が多く見いだされること、さらに
これらの技術と建設技術審査証明事業が太陽のように光輝くものであり
たいという願いを込めて作成された。 

クイックブランチ 
（接着剤や接合剤を使用しな
いメカニカル接合方式の支管） 

会員（平成13年1月10日現在） 

財団法人 下水道新技術推進機構 
財団法人 国土技術研究センター 
財団法人 土木研究センター 
財団法人 日本建設情報総合センター 
社団法人 日本測量協会 
社団法人 日本建設機械化協会 
財団法人 ダム技術センター 

財団法人 日本建築センター 
財団法人 建築保全センター 
財団法人 砂防・地すべり技術センター 
財団法人 道路保全技術センター 
財団法人 先端建設技術センター 
財団法人 都市緑化技術開発機構 
財団法人 日本地図センター 
 

建設技術審査証明協議会とは 

 

建設技術審査証明書（例） 審 査 章  

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
経
営
体
質
を
目
指
し
て 

こんにちは！ 

さま 工事店 訪 問 記 
こんにちは！ 

訪 問 記 さま 工事店 さま 工事店 

　
大
垣
市
で
は
こ
こ
最
近
、賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
集
合
住

宅
の
建
設
が
堅
調
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
設
備
投
資
の
伸
び

悩
み
か
ら
工
場
や
ビ
ル
関
係
の
工
事
は
少
な
く
、公
共
工
事

に
つ
い
て
も
新
し
い
工
事
は
期
待
で
き
な
い
。「
ど
こ
か
が

好
調
で
あ
れ
ば
、ど
こ
か
が
沈
む
。
沈
ん
だ
部
分
が
カ
バ
ー

で
き
る
よ
う
に
、特
定
の
市
場
に
偏
ら
な
い
」
。
公
共
事
業

に
依
存
し
な
い
経
営
を
行
っ
て
き
た
の
も
そ
の
た
め
だ
。
こ

の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
松
井
氏
の
考
え
の
も
と
、

松
井
工
業
は
官
庁
関
係
、ビ
ル
・
工
場
、一
般
住
宅
、営
繕
を

事
業
の
4
本
柱
と
し
て
、給
排
水
工
事
並
び
に
空
調
設
備

工
事
を
主
業
務
に
幅
広
く
展
開
し
て
い
る
。 

　
多
様
な
物
件
を
受
注
す
る
た
め
、顧
客
か
ら
の
信
頼
は
欠

か
せ
な
い
。
後
々
、エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
建

築
会
社
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
が
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
、「
良
い
物
を
、早
く
、安
く
作
る
」
こ
と
が
基
本
で
あ

り
、品
質
、工
程
、安
全
、原
価
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
4
年
前
に
取
得
し
た
I
S
O
規
格
は
、品
質
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
。
当
時
は
、デ
ー
タ
の
共
有
化
と
各
業
務
の

明
確
化
、そ
れ
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
が
課
題
で
あ
っ
た
。
松

井
氏
は
「
ム
ダ
な
資
料
造
り
は
せ
ず
、業
務
に
必
要
な
資
料

だ
け
作
成
す
る
よ
う
に
」
と
指
示
を
出
し
た
。
そ
し
て
慌
て

る
こ
と
な
く
、こ
つ
こ
つ
と
１
年
間
を
か
け
て
、勉
強
会
と

平
行
し
な
が
ら
資
料
を
揃
え
て
い
っ
た
。
I
S
O
規
格
の
取

得
は
世
間
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
た
今
、世
間
的
な
ア
ピ
ー

ル
よ
り
、業
務
上
で
問
題
が
発
生
し
て
も
同
じ
問
題
を
く

り
返
さ
な
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム
構
築
に
大
き
な
収
穫
を
得

た
と
語
る
。 

　
品
質
管
理
と
同
じ
く
重
要
な
の
が
原
価
管
理
。コ
ス
ト
を

抑
え
る
た
め
に
は
、利
益
に
対
す
る
社
員
一
人
ひ
と
り
に
意

識
付
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
営
業
は
仕
事
を
取
っ

て
く
る
こ
と
が
仕
事
と
と
な
り
、職
人
は
配
管
す
る
こ
と
が

仕
事
で
あ
る
と
考
え
が
ち
。
し
か
し
、そ
れ
ら
の
仕
事
に
加

え
て
ど
う
利
益
を
出
す
か
、各
個
人
が
考
え
な
い
と
ダ
メ
。

だ
か
ら
絶
え
ず
各
仕
事
の
品
質
を
落
と
さ
ず
に
利
益
を
出

す
か
、つ
ま
り
ム
ダ
を
無
く
す
よ
う
に
考
え
て
も
ら
い
ま

す
」
。
品
質
と
と
も
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
つ
と
い
う
の
が
松

井
氏
の
ポ
リ
シ
ー
で
あ
る
。 

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
、営
業
エ
リ
ア
の
拡
大
を
掲

げ
る
。
現
状
は
大
垣
市
を
中
心
に
し
た
西
濃
地
区
が
営
業

の
拠
点
で
あ
る
。パ
イ
が
決
ま
っ
た
営
業
地
域
だ
け
で
な
く
、

滋
賀
県
な
ど
隣
県
で
の
受
注
を
目
指
す
。
今
で
も
滋
賀
県

で
は
彦
根
市
や
湖
北
町
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
た
め
、距
離

的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
な
い
。
さ
ら
に
営
業
に
力
を
入

れ
、現
地
で
の
建
設
業
者
か
ら
受
注
を
し
、現
地
の
施
工
業

者
と
協
力
し
て
仕
事
を
進
め
た
い
。
も
ち
ろ
ん
リ
ス
ク
は

あ
る
が
、「
何
ご
と
も
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
」
と
自

ら
営
業
マ
ン
と
し
て
遠
方
に
足
を
延
ば
す
。 

　
そ
ん
な
多
忙
な
松
井
氏
の
休
日
は
と
い
う
と
、休
息
や

ゴ
ル
フ
で
は
な
く
、地
元
の
少
年
団
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
指

導
。
小
学
校
で
P
T
A
の
役
員
を
し
て
い
る
際
、子
供
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
さ
せ
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
、経
験
者
の

松
井
氏
が
推
薦
さ
れ
、世
話
役
を
引
き
受
け
た
。
そ
れ
か

ら
13
年
間
、毎
週
土
、日
に
は
何
十
人
も
の
小
学
生
と
い
っ

し
ょ
に
汗
を
流
し
て
き
た
。「
小
学
生
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と

い
っ
て
も
真
剣
で
す
。
競
技
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

勝
負
に
こ
だ
わ
り
全
国
大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
。
こ

れ
ま
で
も
市
、県
、東
海
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
、全
国
大
会

に
出
場
す
る
子
供
達
を
育
て
て
き
た
。 

　
「
月
曜
の
朝
は
さ
す
が
に
だ
る
い
で
す
」
。
松
井
氏
に
と

っ
て
の
一
週
間
は
、ほ
と
ん
ど
休
み
無
し
の
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、週
末
に
子
供
達
と
真
剣
に
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
を
追

い
か
け
る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、仕
事
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

う
ま
く
取
っ
て
い
る
。 

松井工業株式会社 
本　社：岐阜県大垣市築捨町5丁目86番地の1 

主業務：空気調和設備工事、給排水・衛生設備工事、 

防災設備工事、上下水設備工事、 

浄化槽設備工事、土木工事 
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耳たぶくらいの固さになったら一
口サイズに丸め、まん中を凹ませ
て皿にとっておく。 

ボールに白玉粉を入れ、手で豆腐を
つぶしながら混ぜる。 
豆腐の水分だけでまとまらない場合は、
ほんの少しずつ水を足そう。 

鍋に湯を沸かし、　で作った団子を
手早く入れる。 

まん中の凹みがふくらんで浮き上がり、
1～2分火を通せばOK! 
穴あきお玉ですくい取り、氷水で冷やす。 

カンタンに作れて栄養価も高い！ 

豆 腐 白 玉 

パル
ちゃんの

レッツトライクッキング

和風スイーツに一工夫 

白玉粉  
絹こし豆腐 

………………………………… 160グラム  
…………………………… 150グラム 

● 一口大約40個分 ● 

※必ず手をきれいに 
　洗ってから作ってね！ 

※氷水を入れたボールを用意しておこう！ 

潰したカボチャや抹茶を混ぜるとカラ
フルな白玉に。お味噌汁や鍋ものに
入れても美味しいよ。 

きなこ、黒みつ黒みつ、ゆであずき、ミックスフルーツ
など、お好みでいろんなトッピングを楽しもう！ ※氷水を入れたボールを用意しておこう！ 

きなこ、黒みつ、ゆであずき、ミックスフルーツ
など、お好みでいろんなトッピングを楽しもう！ 

みなさんこんにちは。今回は身体に優
しいデザートにトライです。 
水の代わりに豆腐を使うから、
タンパク質やカル
シウムも補給できて、
ボリュームもアップ！
お料理にも使える
一品です。 

ど
う
し
た
の
？
 

ア
リ
が
家
に
 

入
っ
て
き
そ
う
な
の
。
 

そ
れ
は
 

困
っ
た
ね
え
。
 

ア
リ
は
黒
板
に
使
う
 

チ
ョ
ー
ク
が
嫌
い
な
ん
だ
よ
。
 

こ
う
し
て
線
を
引
い
て
お
く
と
、 

こ
こ
を
越
え
る
こ
と
は
 

で
き
な
い
の
さ
！
 

タ
ン
ス
の
害
虫
対
策
に
は
、 

せ
っ
け
ん
が
い
い
ね
。
 

衣
類
の
虫
は
、こ
の
香
り
が
 

苦
手
な
ん
だ
。
 

や
っ
ぱ
り
、 

ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
ね
…
 

チ
ョ
ー
ク
の
線
が
 

切
れ
て
い
る
 

あ
そ
こ
か
ら
入
ろ
う
！
 

ど
ん
な
も
ん
だ
い
！
 

網
戸
に
小
さ
な
ハ
エ
を
 

よ
せ
つ
け
な
い
た
め
に
は
、 

酢
を
水
で
2
倍
に
薄
め
て
 

吹
き
か
け
る
と
い
い
よ
。
 

酢
の
消
毒
・
抗
菌
作
用
で
 

ハ
エ
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。
 

子
ど
も
が
触
れ
て
も
 

安
心
だ
ね
。
 な

る
ほ
ど
！
 

室
内
側
に
新
聞
紙
を
は
っ
て
 

作
業
す
る
と
い
い
よ
。
 

ち
ょ
っ
と
貸
し
て
ね
 

う
む
む
…
 

さ
す
が
 

ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
 

※せっけんをハンカチで包み、 
　衣類の上に置こう！ 
※せっけんをハンカチで包み、 
　衣類の上に置こう！ 

〜
小
さ
小
さ
な
虫
を

な
虫
を
 

　
　
　
　
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
〜
の
巻
 

〜
小
さ
な
虫
を
 

　
　
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
〜
の
巻
 

参考出典 
『決定版 暮らしの裏ワザ知得メモ』（発行：主婦の友社） 

新製品のご紹介 雨水貯留浸透製品 RAIN望 
トレンチ、公園、学校、駐車場など 

 

用途 持ち手付の本体で 

 

パレットレス輸送及びRoHS基準のクリアで 

 

 

雨水貯留浸透製品 雨水貯留浸透製品 RAIN望 RAIN望 

貫通部で維持管理が可能 

？ 

クボタシーアイからの新提案 ”隠す塩ビふた”から 
”魅せる塩ビふた”へ！ 
塩ビふたにお好きな写真やイラストをカラープリント 

自治体用に お庭のアクセントに お店のシンボルに 

デジタルカメラやスキャ

ニングデータ等のデジタ

ルデータからご指定のデ

ザイン（写真等）の塩ビふ

たができます。アイデア

次第で用途も広がります。 

対象： ＡＩライトφ150、200 

ＢＩライトφ150、200

”隠す塩ビふた”から 
”魅せる塩ビふた”へ！ 
”隠す塩ビふた”から 
”魅せる塩ビふた”へ！ あなたは何を 

プリントする？ 
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個人情報保護について 
クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。これに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子メ

ール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、その範囲

を超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適切な監督を行うとともに、

印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。 

＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。 

お願い 返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。 

■水とおどりの城下町、郡上八幡。ここは

昔から高山へと向かう人たちが宿泊した

逗留地で、町には意外と宿泊施設が多

くあります。しかし、今は東海北陸道が飛

騨まで延び、宿泊客が少なくなったと地

元の人は嘆きます。日暮れになると、八幡

城はライトアップされ、橋の灯りとともにロ

マンチックな雰囲気を盛り上げます。是

非泊まりで行っていただきたい場所です。 

■今回の特集で「災害断水に備える貯水シ

ステム」を取り上げました。その原稿を作

成している矢先にも台風4号並びに中越

沖地震が発生し、改めて災害の恐ろしさを

知ることになってしまいました。被災されま

した方々には、お見舞いを申し上げますと

共に、一日も早い復興をお祈りいたします。 

■編集部へのお便りは官製はがきでも結構

です。次号もよろしく！ 

 

編
集
後
記 

第161号の正解 

答：A,C,F,G,I 
 多数のご応募ありがとうございました。 
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。 

右の2枚の写真、よ～く見れば
少し違う。上段と下段の写真を
見くらべて、5つの違いを発見し
てください。解答は、添付の解答
用ハガキのマス目にアルファベット
を記入してお送りください。 
※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、
印刷の汚れも数えません。 

●カバーは環境にやさしい 
新素材ECONIA（エコニア）を採用 

●文庫本サイズ（約160ｘ315mm） 
●ブラック、オレンジ、ネイビー、ブラウンの4色 
●メモ1冊付 
 ※当選個数は1個です。色の指定はご容赦願います。 

正解者の中から抽選で100名様に
記念品を進呈します。 
解答ハガキのお名前は、楷書ではっ
きりとお書きください。 

能率手帳から生まれたエコブックカバー 

BOOKMAMBOOKMAM

プレゼント 

A

B

C

D

E
F

G
H

I

富山県・富山県土木部営繕課 
青島悦子さまの作品 

 

静岡県・株式会社スルガコンサル 
石田一弥さまの作品 

 

滋賀県・株式会社ほり 
堀信茂さまの作品 

 

岐阜県・海津市上水道係 
中島真理さまの作品 

 

 

愛媛県・ 
株式会社富士建設コンサルタント松山支店 

森川将人さまの作品 
 

香川県・野上建設株式会社 
植田弘子さまの作品 

 

 

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキの文面やイラスト、写真などは、作者の同意なく、本誌およびクボタシーアイホームページに掲載させていただくことがあります。 
また、ハガキはお返し致しませんので、予めご了承願います。 

北
海
道
・
笠
原
管
設
工
業
株
式
会
社 

亀
倉
美
香
さ
ま 

パ
ル
の
サ
イ
ズ
変
更 

　
は
じ
め
ま
し
て
、初
め
て
は
が
き
を
出

し
ま
す
。 

今
回
の
パ
ル
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

今
ま
で
と
大
き
さ
が
違
う
の
で
何
の
広

報
誌
か
と
思
い
ま
し
た
が
、中
身
が
大
き

く
な
っ
て
大
変
読
み
や
す
い
で
す
ね
。こ
れ

か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

■
ハ
ラ
ハ
ラ
、ド
キ
ド
キ
の
サ
イ
ズ
変
更
で

し
た
。
な
に
せ
こ
れ
だ
け
長
く
続
き
ま

す
と
相
当
な
勇
気
が
い
り
ま
す
。で
も

多
く
の
方
か
ら
好
意
的
な
お
便
り
を
い

た
だ
き
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

広
島
県
・ 

福
山
市
水
道
局
北
部
営
業
所 

花
井
光
子
さ
ま 

空
梅
雨
の
夏
か
？ 

　
怖
い
で
す
ね
。
日
本
列
島
水
不
足
予

報
が
出
ま
し
た
。
人
の
力
で
は
ど
う
に

も
で
き
な
い
自
然
の
力
。
天
の
神
様
に

祈
る
ば
か
り
で
す
。「
ど
う
か
、雨
を
！
」 

願
わ
く
ば
夏
が
過
ぎ
、あ
た
ら
な
か
っ

た
天
気
予
報
を
酒
の
サ
カ
ナ
に
し
て
ま

す
よ
う
に
・・・
。 

■
毎
年
の
心
配
事
で
す
ね
。
降
ら
な
い

と
水
不
足
、降
り
す
ぎ
る
と
災
害
や
農

作
物
に
悪
影
響
が
で
た
り
し
て
。や
は

り
こ
れ
は
神
頼
み
し
か
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。 

 
鹿
児
島
県
・ 

株
式
会
社
九
州
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

坂
口
み
ど
り
さ
ま 

夢
の
Ｍ
ｙ
マ
ン
シ
ョ
ン 

　
昨
夏
、新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
に
越
し
、色
々

な
物
が
使
い
易
く
便
利
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
時
代
の
流
れ
を
感
じ
ま
し
た
。 

以
前
は
古
い
ア
パ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
水
廻

り
も
上
階
が
流
す
音
が
響
い
た
の
で
す

が
、殆
ど
し
ま
せ
ん
。
配
管
材
も
日
々

進
化
し
て
い
る
の
で
す
ね
。 

■
単
に
生
活
す
る
だ
け
住
ま
い
か
ら
、

生
活
を
楽
し
む
住
ま
い
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
も
そ
ん
な

楽
し
い
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

配
管
材
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

福
岡
県
・
浮
羽
管
工
事
協
同
組
合 

佐
藤
日
出
子
さ
ま 

五
十
の
手
習
い 

　
50
歳
に
し
て
5
月
か
ら
組
合
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、15
年
に
1
回

と
い
う
総
会
の
担
当
組
合
に
当
た
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン
も
ろ
く
に
出
来
な

い
私
は
と
ま
ど
う
ば
か
り
。
24
歳
の
娘
と

22
歳
の
息
子
が
快
く
先
生
役
を
し
て
く

れ
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。7
月
に
入
り
、

少
し
は
仕
事
に
も
慣
れ
、ぼ
ち
ぼ
ち
マ
イ

ペ
ー
ス
で
パ
ソ
コ
ン
と
向
か
い
合
っ
て
い
ま
す
。 

■
50
歳
な
ん
て
、ま
だ
ま
だ
お
若
い
。
最

近
は
70
歳
か
ら
で
も
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま

す
。こ
れ
か
ら
は
お
仕
事
だ
け
で
な
く
、

個
人
の
楽
し
み
に
も
お
使
い
く
だ
さ
い
。 

 

富
山
県
・
ナ
ガ
イ
工
業 

長
井
広
子
さ
ま 

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス 

　
息
子
の
最
後
の
夏
の
甲
子
園
予
選

が
始
ま
り
ま
す
。
仕
事
を
し
て
も
気
持

ち
は
そ
わ
そ
わ
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
息
子
は
気
楽
な
様
子
。
野
球
少
年
の

母
10
年
目
！ 

甲
子
園
に
出
場
で
き
た
ら
、苦
労
も
む

く
わ
れ
る
の
に
な
〜
！ 

■
戦
う
の
は
選
手
だ
け
で
な
く
、各
選

手
の
家
族
も
い
っ
し
ょ
で
す
ね
。
健
闘
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、結
果
が

分
か
り
ま
し
た
ら
お
便
り
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

宮
崎
県
・
株
式
会
社
日
進
建
設 

内
藤
ツ
ヤ
子
さ
ま 

火
事
に
は
ご
用
心 

　
川
越
市
の
江
戸
時
代
か
ら
の
防
災

に
対
す
る
街
造
り
に
は
、と
て
も
感
心

し
ま
し
た
。
我
が
社
の
近
く
の
製
材
所

で
一
昨
年
大
き
な
火
事
が
あ
り
、初
め

て
目
の
あ
た
り
に
し
た
時
の
恐
怖
は
す

さ
ま
じ
い
も
の
で
し
た
。
私
た
ち
の
街

も
百
年
、二
百
年
後
に
も
役
立
つ
防
災

の
街
造
り
を
発
展
さ
せ
て
い
け
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。 

■
現
在
は
耐
火
壁
な
ど
延
焼
を
防
ぐ

建
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、百
年

後
に
は
火
災
な
ん
て
無
く
な
る
ん
で
し
ょ

う
か
。 

 

群
馬
県
・
塚
本
建
設
株
式
会
社 

田
島
洋
さ
ま 

七
夕
祭
り 

　
新
潟
県
村
上
市
の
七
夕
祭
り
で
す
。 



�100-0005　東京都千代田区丸の内1丁目8番2号 第一鉄鋼ビルディング4階（東京本社内） �(03)3287-3910PALお問い合わせ先 

発行／2007年8月 

ホームページアドレス http://www.kubota-ci.co.jp

本 社  
東 京 本 社  
北海道支店 
東 北 支 店  
中 部 支 店  

(06)6648-2375 
(03)3287-3910 
(011)214-6291 
(022)267-8955 
(052)564-5145 

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 東 1 丁 目 2 番 4 7 号  
東京都千代田区丸の内1丁目8番2号第一鉄鋼ビルディング4階 
札幌市中央区北3条西3丁目1番25北3条ビルディング3階 
仙台市青葉区本町2丁目3番 1 0号仙台本町ビル 6階  
名古屋市中村区名駅3丁目2 2番 8号大東海ビル 2階  
 

556-8601  
100-0005 
060-0003 
980-0014  
450-0002  

中 国 支 店  
四 国 支 店  
九 州 支 店  
沖縄営業所 

(082)546-0490 
(087)836-3908 
(092)473-2453 
(098)868-1110 
 

広島市中区袋町4番2 5号明治安田生命広島ビル9階  
高 松 市 亀 井 町 2 番 地 1 朝 日 生 命 高 松 ビ ル 6 階  
福岡市博多区博多駅前3丁目2番8号住友生命博多ビル2階 
那覇市久茂地2丁目9番7号住友生命那覇久茂地ビル 

730-0036  
760-0050  
812-8691  
900-0015

既設管 

EXパイプ 

塩ビ樹脂をベースとするEXパ

イプを、非開削で既設管内へ

挿入し、元の円形状に戻して圧

着させることで、優れた強度と

品質を備えた連続パイプを生

み出す小口径更生工法です。 

塩ビ製の帯板（ストリップ）を既設管の

内側に密着させながら嵌合用接合部材（ジ

ョイナー）を使ってスパイラル状に製管し、

その隙間に高流動、高強度の充填材を

注入。断面縮小を最小限に抑えた複合

管を形成する中・大口径更生工法です。 

既設管 スペーサー ストリップ 

ジョイナー 充填材 

近年、下水道管路の老朽化に対応するため、管路更生の必要性はますます高くなってきてい

ます。管路更生にはスピーディーな工事はもちろん、工事近隣の安全や安定した品質など様々

な条件が要求されます。また最近、重要な問題となっているのが、下水道管路の耐震対策。小

口径用のEX工法および中・大口径のダンビー工法による更生管路は、塩ビ樹脂の材料特性や

構造設計により、地震発生時の地盤変動にしなやかに追従します。幅広いニーズに応えるクボ

タシーアイの管路更生を是非ご採用ください。 

●非円形（矩形、馬蹄形など）にも適用可能 
●供用中など幅広い施工条件に対応 
●流量の増加にも対応 
●独自の嵌合構造とシール機能で水密性を確保 
●複合管を形成し、新管と同等以上の強度 

●塩ビ樹脂ベースの優れた耐食性、耐摩耗性 
●未硬化のない安定した品質 
●臭気の発生、火災の心配がない 
●端材はリサイクル可能 
●加熱・膨張・冷却のスピード施工 

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
「
更
生
工
法
」
で
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
。 

特
　
長 

特
　
長 

EX工法用パイプとダンビー工法用管更生材（ストリップ、ジョイナー）が 
（社）日本下水道協会下水道用資器材のⅡ類資器材に登録されました。 

下水道用資器材のⅡ類に登録！ 下水道用資器材のⅡ類に登録！ 地
震
に
強
い
管
路
更
生
工
法 

継ぎ目のない塩ビ製管路を形成し、地
震時の地盤変動にしなやかに追従する。 

SFジョイナーを用いて更生された更生
管が地震による変位や屈曲を吸収する。 


